旧木之本駅舎

これが木之本駅の旧駅舎である。木之本駅は、1882年に商業の中心地であった長浜と敦賀を結ぶ物資輸送の便を図るために建設された鉄道の駅の一つであった。2006年にこの駅舎に代わり、高架化された木之本駅が建設された。現在、旧駅舎は、木之本が日本の鉄道史において果たした役割を象徴する存在となっている。
